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『障がい者による情報の取得・利用・意思疎通をより円滑に！』
　障がい者に関わる法律「障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策
の推進に関する法律（通称「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推
進法」）が、２０２２年５月２５日に公布、同日施行されました。

国連の障害者権利委員会　『日本の取り組みを審査、勧告』２０２２．９.２０／２０２２．１０.１５
　障害に基づくあらゆる差別の禁止を定めた「障害者権利条約」は、２００６年に国連で
採択されました。日本もこの条約に２００７（平成１９）年に外務大臣が署名し、２０１
３（平成２５）年１２月に批准が正式に国会で承認され、批准書を国連に寄託し、締約国
となっています。
　締約国には、条約に規定された事項が守られているかを監視する機関の設置が義務づ
けられており、２０２２（令和４）年８月にスイスのジュネーブで、日本に対し初めて国
連の障害者権利委員会による対面での審査が行われました。そして翌月の９月９日に審
査結果と勧告が公表されました。審査、勧告は、委員が日本政府の代表団に質問し、そ
のやりとりを踏まえたものです。
　勧告には、脱施設化やインクルーシブ教育などのことが含まれています。この勧告に
は拘束力はありませんが、締約国としては尊重すべきであり、真摯に受け止め、今後へ
向けた日本流の確かな対応が求められています。
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障
が
い
者
に
よ
る
情
報
の

取
得
利
用
・
意
思
疎
通
に

�
係
る
施
策
の
推
進

　

全
て
の
障
が
い
者
が
、
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
必
要
と
す
る
情

報
を
十
分
に
取
得
・
利
用
し
、
円
滑
に

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
施
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定

め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
て
、
総
合
的
に

推
進
し
、
全
て
の
国
民
が
、
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
障
害

者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び

に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
案
」（
い
わ
ゆ
る
、
障
害
者
情

報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
案
）
が
令
和

４
年
５
月
25
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
法
の
成
立
に
際
し
て
は
、

衆
議
院
に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
付
帯

決
議
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一　
�

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
十
分
な
取

得
及
び
利
用
並
び
に
円
滑
な
意
思

疎
通
へ
の
配
慮
に
努
め
て
開
発
し

た
情
報
通
信
機
器
そ
の
他
の
機
器

及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

役
務
を
優
先
的
に
調
達
す
る
制
度

に
つ
い
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

二　

�

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
推
進
の
た

め
、
障
害
者
基
本
計
画
の
達
成
状

況
を
踏
ま
え
、
法
の
見
直
し
な
ど

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三　

�

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

四　

�

行
政
機
関
に
提
出
す
る
書
類
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
災
害
時
の
情

報
保
障
、
選
挙
に
お
け
る
情
報
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
改
善
、
資
格

試
験
な
ど
各
種
試
験
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
さ
ら
な
る
促
進
に
つ
い
て

財
政
的
な
措
置
を
含
め
必
要
な
検

討
を
行
う
こ
と
。

五　

�

本
法
同
様
に
四
十
七
全
都
道
府
県

と
千
七
百
四
十
一
全
市
区
町
村
の

議
会
か
ら
制
定
を
求
め
る
意
見
書

が
国
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
手
話
言
語
等
の
立
法
を

含
め
、
手
話
に
関
す
る
施
策
の
一

層
の
充
実
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

障
害
者
権
利
条
約
の
実
施
状

況
の
検
証
に
つ
い
て

　

障
害
者
権
利
条
約
の
締
約
国
に
は
、

条
約
に
規
定
さ
れ
た
事
項
が
守
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
機
関
の

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
（
第
33

条
）、
日
本
で
は
、
障
害
者
基
本
法
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
た
内
閣
府
所
管
の
障

害
者
政
策
委
員
会
が
国

内
監
視
機
関
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
連
に
は
、
権
利
条

約
を
批
准
し
た
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
18

名
の
独
立
し
た
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た

「
障
害
者
権
利
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
（
第
34
条
）。

　

障
害
者
権
利
委
員
会
は
、
締
約
国
か

ら
提
出
さ
れ
る
権
利
条
約
の
履
行
状

況
の
報
告
内
容
を
検
討
し
、
審
査
を
行

い
、「
総
括
所
見
」
と
呼
ば
れ
る
審
査
結

果
と
勧
告
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
国
連
の
委
員
会
に
よ
る
日
本

の
取
り
組
み
に
対
す
る
審
査
、
勧
告
は

初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

勧
告
に
は
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
締
約
国
と
し
て
は
尊
重
す
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
真
摯
に
受
け
止
め
た

日
本
流
の
確
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
勧
告
に
対
す
る
明
確

な
説
明
や
合
理
的
な
日
本
流
の
対
応
が

で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
日
本
に
は
文
化

国
家
と
し
て
の
教
育
理
念
、
福
祉
理
念

が
確
立
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
か
ね

な
い
状
況
で
す
。
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障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る

審
査
・
勧
告
の
プ
ロ
セ
ス

①�

締
約
国
は
、
自
国
で
権
利
条
約
の
効

力
が
生
じ
た
２
年
以
内
に
「
政
府
報

告
」（
権
利
条
約
に
基
づ
く
義
務
を

履
行
す
る
た
め
に
と
っ
た
措
置
及
び

そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
進
歩

に
関
す
る
報
告
）
を
国
際
連
合
事
務

総
長
を
通
し
て
障
害
者
権
利
委
員
会

に
提
出
す
る
（
第
35
条
１
項
）。

②�

障
害
者
権
利
委
員
会
が
審
査
対
象
国

の
政
府
に
「
事
前
質
問
事
項
」
を
送

付
し
、
政
府
か
ら
回
答
を
得
る
。

③�

互
い
の「
建
設
的
対
話
」を
経
て
今
後

改
善
す
べ
き
点
を
勧
告
と
し
て
ま
と

め
た「
総
括
所
見
」が
採
択
さ
れ
る
。

　

�

政
府
は
、
そ
の
後
４
年
間
に
勧
告
を
受

け
た
点
の
改
善
に
取
り
組
み
、
４
年
ご

と
に
権
利
条
約
の
実
施
状
況
を
報
告

す
る
義
務
が
あ
る（
第
35
条
２
項
）。

※�

２
０
１
９（
令
和
元
）
年
６
月
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、

権
利
委
員
会
に
提
出
。
同

年
10
月
に
障
害
者
権
利
委

員
会
か
ら
日
本
政
府
へ
の

「
事
前
質
問
事
項
」が
届
く
。

　

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
12
月
、
日

本
政
府
が
事
前
質
問
事
項
に
対
し
回

答
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
建
設
的
対
話
用
パ
ラ
レ

ル
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
。

　

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の
夏
～
秋

の
審
査
を
経
て
「
総
括
所
見
」
が
公
表

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

時
期
が
伸
び
た
た
め
に
こ
の
度
の
審

査
、
勧
告
と
な
っ
た
。

（
参
考
文
献
：
新
・
社
会
福
祉
士
シ

リ
ー
ズ
14
「
障
害
者
福
祉
」
弘
文
堂
２

０
２
１
）

　

障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た

勧
告
（
総
括
所
見
）
の
正
式
な
日
本
語

訳
の
発
表
は
ま
だ
で
す
が
、
勧
告
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
こ

と
で
す
。勧

告
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

　

朝
日
新
聞
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

９
月
14
日
を
も
と
に
作
成

強
制
入
院
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
強
制
入
院
に
よ
っ
て
自

由
を
奪
う
こ
と
を
認
め
る
す
べ
て
の
法

的
規
定
の
廃
止

精
神
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

隔
離
・
身
体
拘
束
、
強
制
投
薬
な
ど

強
制
治
療
を
正
当
化
す
る
法
律
へ
の
懸

念
な
ど

脱
施
設
化
に
つ
い
て

　

障
が
い
児
者
の
施
設
入
所
を
廃
止

し
、
地
域
社
会
で
の
生
活
支
援
に
向
け

た
迅
速
な
措
置
を
と
る
こ
と
な
ど

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て

　

分
離
さ
れ
た
特
別
支
援
教
育
を
や
め

さ
せ
る
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
生
徒
が

合
理
的
配
慮
と
、
必
要
な
個
別
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど

※�

な
お
、
障
が
い
者
の
働
く
権
利
の
問

題
と
も
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、「
福

祉
的
就
労
の
場
」
へ
の
否
定
的
な
見

解
を
示
す
勧
告
や
旧
優
生
保
護
法
下

で
不
妊
手
術
を
強
い
ら
れ
た
被
害
者

へ
の
謝
罪
や
期
間
を
限
ら
な
い
救
済

の
こ
と
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
日
本
政
府
に
対
し
、
次
回
は
２

０
２
８
年
２
月
20
日
ま
で
に
今
回
の
勧

告
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
の
情
報
を
含
め
た
定
期
報
告
の
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

勧
告
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関
連
し

て
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
通
常

学
級
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
る
と
の
懸
念

を
示
す
勧
告
に
対
し
て
、
永
岡
桂
子
文

部
科
学
大
臣
は
９
月
13
日
に
動
画
配
信

さ
れ
た
会
見
で
、「
現
在
、
多
様
な
学
び

の
場
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
特
別
支

援
教
育
を
中
止
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
勧
告
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
引

き
続
き
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
努
め
た
い
」
と
述
べ
、
現

行
の
特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
を
進

め
る
考
え
を
明
確
に
表
明
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援　

　

障
が
い
者
の
働
く
権
利
を
ど
う
保
障

す
る
か
は
、
共
生
社
会
の
形
成
、
実
現

の
た
め
に
は
き
わ
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。
障

が
い
者
の
働
く
権
利
の

問
題
と
障
が
い
者
の
就

2022 年 11月 障　が　い　者　福　祉　情　報　162

―　3　­―



労
支
援
を
考
え
る
前
提

と
し
て
重
要
な
点
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
「
就
労

と
は
何
か
」、「
雇
用
と

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る

こ
と
で
す
。
そ
こ
に
具
体
的
な
問
題
が

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
合
理
的
配
慮
」
の

問
題
の
介
在
が
あ
る
は
ず
で
す
。

【�

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
向
け
た
考

え
方
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

就
労
す
る
側
と
雇
用
す
る
側
の
両
者

の
立
場
で
考
え
る
。

②�

就
労
は
「
生
活
の
質
」
に
か
か
わ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
就
労
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
賃
金
が
多
け
れ
ば
、
生
活
の

質
が
向
上
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

③�

多
様
な
職
種
が
あ
り
、
多
様
な
雇
用

形
態
・
就
労
形
態
が
あ
っ
て
よ
い
。

④�

就
労
・
雇
用
の
継
続
性
と
安
定
性
の

確
保
を
図
る
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
福

祉
的
就
労
」「
保
護
的
就
労
」
を
含
め

た
就
労
概
念
の
拡
大
と
そ
の
明
確
な

社
会
的
位
置
づ
け
及
び
そ
れ
に
対
す

る
人
々
の
理
解
を
得
る
た
め
の
啓
発

活
動
が
重
要
と
な
る
。

⑤�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
就
労
支

援
事
業
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
利

用
希
望
す
る
場
合
に
必
要
な
現
行

の
、「
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
対
象

者
の
約
７
割
は
特
別
支
援
学
校
在
学

者
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
９
割
が

知
的
障
が
い
者
で
あ
る
と
い
う
現
状

を
考
え
れ
ば
、
現
状
を
直
視
し
た
実

効
性
の
あ
る
円
滑
な
支
援
の
た
め
の

再
検
討
を
行
う
。

⑥�

障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
問
題
は

基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

り
、
そ
れ
は
社
会
保
障
の
問
題
で
あ

る
。
福
祉
的
就
労
と
労
働
法
と
の
関

係
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
社
会
福
祉
及
び
社
会
保
障
の
問
題

と
し
て
考
え
る
。

障
害
者
の
地
域
生
活
支
援

�

政
府
、法
改
正
案
提
出
へ

※�

朝
日
新
聞
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

10
月
15
日
か
ら
一
部
引
用

　

障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
支
援
を
強
化
す
る
障
害
者
関

連
法
の
改
正
案
が
14
日
、
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
施
設
を
出
て
、
一
人
暮
ら

し
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
た
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
新
設
す
る
ほ
か
、
地

域
生
活
の
拠
点
整
備
な
ど
を
市
町
村
の

努
力
義
務
と
し
ま
す
。
政
府
は
開
会
中

の
臨
時
国
会
で
の
成
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

◆�

一
人
暮
ら
し
な
ど
を
希
望
す
る
人
が

集
ま
っ
て
一
定
期
間
入
居
す
る
新
た

な
タ
イ
プ
を
設
け
る
。

◆�

掃
除
や
金
銭
管
理
の
や
り
方
な
ど
を

習
得
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

◆�

退
去
し
て
地
域
生
活
を
始
め
た
後
も

一
定
期
間
は
ホ
ー
ム
の
事
業
者
が
相

談
に
応
じ
る
よ
う
求
め
る
。

市
町
村
が
整
備
す
る
地
域
の
拠
点　

◆�

家
族
が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
緊
急

時
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ほ
か
、
施
設

や
精
神
科
病
院
で
暮
ら
す
人
が
一
時

的
に
退
所
（
退
院
）
し
た
際
の
生
活

支
援
に
あ
た
る
。

◆�

入
所
や
入
院
が
長
期
化
し
た
人
で

も
、
地
域
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
で
移
行
し
や
す
く
す
る
。

精
神
科
病
院　

◆�

職
員
等
に
よ
る
病
院

内
で
の
虐
待
を
発
見

し
た
場
合
、
都
道
府

県
な
ど
へ
の
通
報
を
義
務
づ
け
る
。

厚
労
省
の
調
査
で
は
、
15
～
19
年
度

に
自
治
体
が
把
握
し
た
精
神
科
病
院

内
で
の
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
案
の
う

ち
医
療
機
関
側
か
ら
通
報
が
あ
っ
た

の
は
49
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
通

報
し
た
職
員
ら
が
解
雇
な
ど
の
不
当

な
扱
い
を
う
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
明
記
す
る
。

◆�

家
族
ら
の
同
意
で
強
制
的
に
入
院
さ

せ
る
「
医
療
保
護
入
院
」
に
つ
い
て

は
、
同
意
が
困
難
な
家
族
も
い
る
こ

と
か
ら
、
家
族
の
意
思
表
示
が
な
い

場
合
に
も
、
市
町
村
長
の
同
意
で
入

院
で
き
る
よ
う
に
す
る
（
た
だ
、
当

事
者
団
体
か
ら
は
、「
減
ら
し
て
い

く
は
ず
の
医
療
保
護
入
院
が
増
え
る

お
そ
れ
が
あ
る
」
と
の
懸
念
も
出
て

い
る
）。
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パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
・
飛
躍
に
つ
な

げ
て
参
り
ま
す
。

　

大
会
開
催
意
義
に
是
非
と
も
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

場
」
で
行
い
ま
す
。

　

身
体
、
視
覚
、
知
的
障
が
い
の
選
手

が
出
場
す
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

聴
覚
障
が
い
の
枠
が
な
く
、
ろ
う
者
に

と
っ
て
は
原
則
４
年
に
一
度
の
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
最
大
の
舞
台
と
な
り
、「
ろ

う
者
の
五
輪
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
９
２
４
年
に

フ
ラ
ン
ス
で
第
１
回
夏
季
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
60
年
に
第
１
回
夏
季
大
会

が
開
か
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も

歴
史
は
古
い
も
の
の
、
世
界
的
に
認
知

度
は
低
い
の
が
現
状
で
す
。

■
太
田
陽
介
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

　

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
委
員
長
コ
メ
ン
ト

　

東
京
が
２
０
２
５
年
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
地
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
、
大

変
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
ま
た
、
開

催
計
画
案
の
策
定
に
ご
協
力
を
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

き
こ
え
な
い
人
と
き
こ
え
る
人
が
共

に
協
働
し
て
開
催
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
共
生
社
会
の

理
想
の
形
を
社
会
や
世
界
へ
示
し
、
日

本
・
東
京
に
お
け
る
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
、

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

�

２
０
２
５
年
東
京
開
催
決
定

　

国
際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
は

本
年
９
月
10
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ウ
ィ
ー
ン
で
総
会
を
開
き
、
聴
覚
障
が

い
者
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
２
０
２
５
年
夏
季

大
会
開
催
地
を
東
京
に
決
め
ま
し
た
。

日
本
で
の
開
催
は
初
め
て
で
す
。

　

招
致
活
動
を
し
て
き
た
全
日
本
ろ
う

あ
連
盟
（
東
京
）
の
石
野
富
志
三
郎
理

事
長
は
同
日
、「
東
京
が
開
催
地
に
選

ば
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
う
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
推

進
す
る
機
会
に
し
た
い
」
と
す
る
コ
メ

ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
連
盟
に
よ
る
と
、
大
会
は
都
内
の

会
場
を
中
心
と
し
て
11
月
15
日
～
26
日

に
実
施
し
ま
す
。
陸
上
や
水
泳
な
ど
21

競
技
を
予
定
し
、
70
～
80
の
国
と
地
域

か
ら
５
０
０
０
～
６
０
０
０
人
の
選
手

団
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
開
会

式
と
閉
会
式
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
の

「
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動

■�
障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る

改
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

・�

一
人
暮
ら
し
を
希
望
す
る
人
へ
の
支

援
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
実
施

・�

地
域
で
の
生
活
支
援
を
す
る
拠
点
の

整
備
を
市
町
村
の
努
力
義
務
に

・�

本
人
の
ニ
ー
ズ
や
適
性
、
強
み
を
評

価
し
た
う
え
で
就
労
先
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
す
る｢

就
労
選
択
支
援｣

を
創
設

・�

精
神
科
病
院
で
虐
待
を
発
見
し
た
人

の
都
道
府
県
へ
の
通
報
を
義
務
化
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お　

知　

ら　

せ

12
月
３
日
か
ら
９
日
は

�

「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

県
有
施
設
で
障
が
い
者
手
帳

ア
プ
リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
が

�

利
用
で
き
ま
す
。

『
２
０
２
２
ふ
く
お
か
県

障
が
い
児
者
美
術
展
』

�

の
受
賞
者
が
決
定

　

国
民
誰
も
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

支
え
合
う
「
共
生
社
会
」は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
す
。

　

障
害
者
基
本
法
で
は
、
基
本
的
理
念

と
し
て
、
す
べ
て
の
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
し
、「
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら

れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を

保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
こ
と
、

「
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が

与
え
ら
れ
る
」
こ
と
を
宣
言
す
る
と
と

も
に
、「
何
人
も
、
障
が
い
者
に
対
し

て
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
差
別
す
る

こ
と
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
障
害
者
基
本
法
に
お
い
て
、
毎

年
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
１
週
間

が
「
障
害
者
週
間
」
と
し
て
定
め
ら
れ

て
お
り
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
広
く
障

が
い
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
が
全

国
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
博
多
駅
で
の
啓
発
活

動
の
ほ
か
、
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
や
県
議

会
棟
、
各
総
合
庁
舎
に
お
い
て
、
ま
ご

こ
ろ
製
品
の
販
売
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
市
町
村
に
お
い
て
も
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
障
が
い
」
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

■
博
多
駅
博
多
口
で
の
啓
発
活
動

　

12
月
３
日
（
土
）
か
ら
９
日
（
金
）

　

※
２
時
間
程
度

■
ま
ご
こ
ろ
製
品
販
売
会

　

①�

県
庁
１
階
ロ
ビ
ー

　
　

�

12
月
５
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　

②
各
総
合
庁
舎

　
　

�

12
月
５
日
（
月
）
か
ら
９
日
（
金
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　

③
県
議
会
棟

　
　

�

12
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら

午
後
２
時
ま
で

■
県
内
市
町
村
の
取
組

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
県

有
施
設
を
利
用
す
る
際
、
障
が
い
者
手

帳
ア
プ
リ「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」の
提
示
に

よ
る
本
人
確
認
で
も
、
利
用
料
金
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
に
は
必
要

な
配
慮
を
記
載
す
る
機
能
も
あ
り
、
画

面
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
配
慮
事
項
を

簡
単
に
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

県
立
美
術
館
や
県
青
少
年
科
学
館
な

ど
17
施
設
に
お
い
て「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」

が
利
用
で
き
ま
す
。（
令
和
４
年
10
月
14

日
時
点
）

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

さ
ら
な
る
制
作
意
欲
の
向
上
を
促
進

し
、
県
民
に
対
し
て
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
持
っ
て
い
る
多
様
な
能
力
・
才
能

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
２
０
２
２
ふ
く
お
か
県
障
が

い
児
者
美
術
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
入
賞
作
品
及
び
佳
作
作
品
が
以

下
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

１　

応
募
資
格

　
　

�

福
岡
県
在
住
ま
た
は
福
岡
県
に
通

勤
・
通
学
（
所
）
し
て
い
る
障
が

い
児
者
の
方

２　

応
募
区
分

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
御
確
認
く

だ
さ
い
。

ＱＲコード

ＱＲコード
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（
一
社)

福
岡
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会Facebook

�

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

ふ
く
お
か
ま
ご
こ
ろ
駐
車
場

�

制
度
に
つ
い
て

　
　

一
般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部

３　

部　
　

門　

絵
画
、
書
道
、
写
真

４　

応�
募
数

　
　

�

６
３
６
点
（
絵
画
４
８
０
点
、
書

道
１
０
１
点
、
写
真　

55
点
）

５　

入　
　

賞　

18
点

（
一
般
の
部
）

【
絵
画
】

　

福
岡
県
知
事
賞�

藤
井　

佑
樹

　

福
岡
県
議
会
議
長
賞�

星
先
こ
ず
え

　

田
川
市
長
賞�

森　
　

敦
司

【
書
道
】

　

福
岡
県
知
事
賞�

錦
戸　

甲
人

　

福
岡
県
議
会
議
長
賞�

泉　
　

妙
子

　

田
川
市
長
賞�

東　
　

聖
二

【
写
真
】

　

福
岡
県
知
事
賞�

小
川　

騎
士

　

福
岡
県
議
会
議
長
賞�

永
松　

雅
美

　

田
川
市
長
賞�

永
松　

知
宙

（
小
・
中
学
生
の
部
）

【
絵
画
】

　
福
岡
県
知
事
賞�

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
好
き

福
岡
県
議
会
議
長
賞

�

正
木　

愛
莉

福
岡
県
教
育
委
員
会
賞

�

末
吉　

優
花

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞�

竹
井　

寛
人

【
書
道
】

　

福
岡
県
知
事
賞�

坂
元　

心
音

　

福
岡
県
議
会
議
長
賞�

武
内　

仁
希

　
福
岡
県
教
育
委
員
会
賞�

権
田　

羽
奏

【
写
真
】

　

福
岡
県
知
事
賞�

田
中　

陽
葉

　

福
岡
県
議
会
議
長
賞�

麻
生　

菜
那

※
佳
作　

84
点

６　

作
品
展
示

　
【
九
州
芸
文
館
】

　
　

会
期
：
11
月
29
日
～
12
月
４
日

　
　

住
所
：
筑
後
市
大
字
津
島
１
１
３
１

　
　

℡
０
９
４
２-

５
２-

６
４
３
５

　
【
嘉
麻
市
立
織
田
廣
喜
美
術
館
】

　
　

会
期
：
12
月
７
日
～
14
日

　
　

住
所
：
嘉
麻
市
上
臼
井
７
６
７

　
　

℡
０
９
４
８-

６
２-
５
１
７
３

　
【
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
】

　
　

会
期
：
12
月
17
日
～
18
日

　
　

住
所
：
田
川
市
平
松
町
3
番
36
号

　
　

℡
０
９
４
７-

４
４-

６
４
７
０

　
【
北
九
州
市
立
美
術
館
ア
ネ
ッ
ク
ス

�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

　
　

会
期
：
１
月
11
日
～
15
日

　
　

住
所
：
北
九
州
市
戸
畑
区

�

西
鞘
ヶ
谷
町
21
番
１
号

　
　

℡
０
９
３-

８
８
２-

７
７
７
７

※�

入
賞
・
佳
作
作
品
一
覧
や
、
展
示
会

場
の
開
館
時
間
等
の
詳
細
は
、
ふ
く

お
か
県
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（�http://w
w
w
.kenbunsai-fukuoka.

jp/topics/detail/58

）

７　

表
彰
式

　
　

日
時
：
12
月
17
日　

14
時
～
15
時

　
　

場
所
：
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

※�

第
30
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０

２
２
記
念
式
典
に
お
い
て
開
催

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
福
岡
県
実

行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
２-

６
４
３-

３
３
８
３

　

FAX
０
９
２-

６
４
３-

３
３
４
７

　
（
一
社
）
福
岡
県

障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
協
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
や

大
会
の
開
催
、
指
導
者
の
養
成
等
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
事
業

等
様
々
な
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を

更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

℡
０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
３

　

FAX
０
９
２-

５
８
２-

５
２
２
８

　

メ
ー
ル　

info@
f-psa.jp

　

福
岡
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
、
車
の
乗
り
降
り

や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
人
が
、
公
共
施
設

や
店
舗
等
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

「
ふ
く
お
か
・
ま
ご
こ
ろ
駐
車
場
」
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

利
用
証
を
車
内
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、「
ふ

く
お
か
・
ま
ご
こ
ろ
駐
車
場
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
駐
車
場
を
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

利
用
証
の
対
象
者
な
ど
詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード

ＱＲコード
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発行　福岡県社会福祉協議会（福岡県福祉情報センター）

★障がい者福祉制度・施策を満載

　１　手帳制度	 　８　就労
　２　保健・医療・衛生	 　９　まちづくり・ボランティア
　３　日常生活援助	 １０　住宅
　４　教育・育成	 １１　移動・交通
　５　療育・訓練	 １２　教養・余暇・スポーツ
　６　年金・手当	 １３　情報・通信・コミュニケーション
　７　税金

★県内における障がい福祉サービスの利用状況等を掲載

★県内全市町村の実施する地域生活支援事業・地域生活支援促進事業を網羅

　・　相談支援事業	 ・　移動支援事業
　・　意思疎通支援事業	 ・　地域活動支援センター機能強化事業
　・　日常生活用具給付等事業	 ・　その他の事業

★各種相談窓口、施設名簿、地域活動支援センター等を掲載

　�　購入を希望の際は、下記窓口にお越しいただくか、申込書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸまた
は郵送でお申込みください。

　　　　　　送　料：１部まで ６１６円（九州内※離島除く）、２部以上４部まで ７４８円
　　　　　　　　　 ５部以上及び九州外、離島の送料は、下記へ問い合わせください。

　　【申し込み・問い合わせ先】
　　　　福岡県社会福祉協議会　福祉人材センター
　　　　〒816-0804　春日市原町３-１-７　クローバープラザ東棟２階
　　　　ＴＥＬ　092-584-3330　ＦＡＸ　092-584-3319

障がい者福祉情報ハンドブック２０２２　申込書
申込部数 部 ×１，３００円 ＋ 送料　が 御請求額になります。

氏名・団体名 担当者名

送付先 〒

TEL FAX

備考

福岡県障がい者福祉情報
ハンドブック２０２２ 最新版

令和４年４月
発行
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